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期末テストも終わり、１学期も残り２０日となりました。

今年は異例の速さで梅雨明けし、先週末からの猛暑で疲れ

がたまっている人も多いのではないでしょうか？ 
夜はなるべく早めに休むようにして、疲れを残さないよ

うにしましょう。 
気温が３５度を超える日が多いです。体育や部活のある

なしに関わらず、毎日水筒・タオル・着替えをもってくるよ

うにしましょう。  

水泳の授業が始まります 

 

 7 月は体育の授業で水泳を行います。 

 プールに入る場合には、健康観察カードや着替えを忘れないでください。 

 ケガを防止するため、手足の爪も短く切っておきましょう。 

 水泳は体力を消耗するので、授業のある朝は、必ず食事をとってきてください。 

 事故なく、安全な水泳ができるように準備をしましょう。 

 
 



 

今年は長い夏になりそうです。 

家族で声を掛け合って、熱中症を予防しましょう。 
 

 
 

○急激に気温が上がる日は、体が暑さに慣れておらず、体調を崩しやすいので気をつけまし

ょう。 

○日頃から気象情報、特に気温の情報をチェックしましょう。 

 ○部活動があるときには多めに水分を準備しましょう。 

○汗でぬれたシャツのままだと、体温が下がらず、熱が体内にこもってしまうので、着替え

を用意するようにしましょう。 

 ○睡眠不足は熱中症の大敵です。早めに寝るように心がけましょう。 

夏の皮ふトラブルに気をつけて 
  

○あ せ も・・・特に首回りや関節の内側の部分、ズボンや下着でしめつけられる部分は 

こまめに汗をふきとりましょう。 

 〇と び ひ・・・原因となる黄色ブドウ球菌は鼻の穴の中におり、鼻を触った指で皮ふを 

掻き壊してしまうと、とびひになってしまいます。 

手をよく洗い、つめを短く切ってきれいにしておきましょう。 

 〇日 焼 け・・・急激に日焼けをすると、水ぶくれが 

できてしまいます。 

水ぶくれは、ひどいやけどと同じです。 

つぶさずに病院へ行きましょう。 

 ○虫さされ・・・山などで活動するときには、肌の露出 

を控えましょう。 

         虫よけの薬剤を活用しましょう。 

 


